
第
74
回
小
川
町
七
夕
ま
つ
り
︵
裏
表
紙
に
関
連
記
事
︶
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表
紙
に
使
用
し
て
い
る
画
像
は
、
小
川
和
紙
の
「
七た

な
ば
た
が
み

夕
紙
」
で
す
。
漉す

き
船
に
カ
ラ
フ
ル
な
折
り
紙
を
混
ぜ
て
漉
き
あ
げ
ま
す
。
和
紙
一
面
に
散
っ
た
折
り
紙
の
短
冊
が
小
川
町
七
夕
ま
つ
り
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
ま
す
。

和
紙
に
合
わ
せ
て
あ
し
ら
っ
た
２
色
は
天あ

ま

色
と
向ひ

ま

わ

り

日
葵
色
。
晴
天
の
澄
ん
だ
空
と
日
差
し
を
浴
び
た
ひ
ま
わ
り
の
広
大
な
自
然
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。

P.2-3

人の輪の強さや、   

温かさを感じる小

川町を大事にして

いきたいです。

町の方々の声は自

分たちの住む町の

ことを考えるきっ

かけになります。

町民の声
「聴きます×つなぎます」

木島大介さん

P.3-4

わたしのひとコト 

高橋桃子さん

P.12 P.5 〜

一般質問

の視点13
歩いて・見て・聴いた

 新町長に
 インタビュー!!

道の駅リニューアルに
懸ける思い

２人の新議員も登場

新生議会が始動
白熱する議論
賛否が分かれた

2議案

ミャクミャクと続く「屋台の引き回し」

初議会の
自己
採点は 70点
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会期中の全員協議会において、「道の駅おがわまち再整備基本計画」の

　　一部改訂が示されました。変更は、以下の２点です。

整備費と維持管理費を含む国・県
からの交付金等を除いた町独自財

源
整備費と維持管理費を含む国・県

からの交付金等を除いた町独自財
源

島田町長が推進する  道の駅リニューアル に向けて
島田町長が推進する  道の駅リニューアル に向けて

                 　　      力強い姿勢が反映されました
                 　　      力強い姿勢が反映されました

この状況下、今の施
設を最大限に生かし、
工事の時期を一考す
ることも大切では。
小杉志津子さん（錦町）

新たな名物を作り、誰
もが1日楽しめる施設
で、利益も出してほしい。
久保孝一さん（下小川一）社会経済情勢を注視する中

で、効率的かつ効果的な事

業執行に努めることとした。
（整備に係る総予算は未定）

上限額の廃止

さ
き
の
町
長
選
挙
と
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
を
経
て
、
装
い
を
新
た
に
迎
え

た
令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
。
早
速
、
島
田
町
長
が
推
進
す
る
事
業
に
関
連

し
た
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
全
14
議
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
次
ペ
ー
ジ
に

か
け
て
、
賛
否
が
分
か
れ
た
注
目
議
案
の
や
り
取
り
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

改訂前の「道の駅おがわまち再整備基本計画」

（小川町ホームページ）

発言全文（小川町
議会会議録）は9月
中旬から議会ホーム
ページで閲覧できます。

20年間で3億円の支出上限　

 いろいろな意味で議場の景色が変わった
と思います。就任間もないところでの議会対応
について感想と自己採点をお願いします。

（町長）議員
の時とは別な意味
での緊張感があり、
答弁の難しさを感
じました。
　自分の気持ちは
伝えられたという
意味で、自己採点
は70点です。

自己採点!!

 就任して、生活に変化はあり

ましたか。

 （町長）これまでとは全く違

う生活パターンになりました。

畑仕事や東中陸上部の朝練は難し

くなりましたが、ママさんバレー

については折りを見て、また指導

に行きたいです。

生活の変化は？

 町内のおすすめスポット

と、好きな場所はどこですか。

 （町長）よく散歩に行ってい

る 四津山ですね。坂が急ですが

天気がよいとスカイツリーも見え、

初日の出にはたくさん

の方が来られます。

 好きな場所は、京都

の鴨川を連想させる

栃本親水公園 です。

飛び石はとても風情が

ありますね。

Ｑ
﹁
日
本
一
暮
ら
し
や
す
い
埼
玉
県
﹂

の
実
現
を
目
指
し
、
大
野
埼
玉
県
知
事
が

肝
い
り
で
進
め
て
い
る
埼
玉
版
ス
ー
パ
ー

シ
テ
ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
が
、
当
町
で

は
ど
の
よ
う
な
事
業
と
な
る
の
か
。

Ａ
具
体
的
に
は
、﹁
道
の
駅
﹂
や
﹁
東

小
川
住
宅
団
地
内
の
学
校
跡
地
﹂
の
再

整
備
等
の
事
業
に
お
い
て
、
に
ぎ
わ
い

の
創
出
を
目
的
と
し
、
観
光
拠
点
や
地

域
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
、
魅
力
の

向
上
を
図
る
こ
と
で
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。
今
後
も

県
と
連
携
し
、
ま
た
、
支
援
を
受
け
な

が
ら
事
業
の
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
活
用

Ｑ
歳
入
に
お
い
て
、
旧
小
川
小
校
区
の

児
童
一
人
が
、
星
の
子
学
童
ク
ラ
ブ
︵
東

小
川
団
地
内
︶
に
通
う
た
め
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
代

が
示
さ
れ
た
。算
出
の
根
拠
は
。

Ａ
当
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
あ
く
ま
で

も
、
旧
東
小
川
小
校
区
の
児
童
の
通
学

の
た
め
に
運
行
し
て
い
る
も
の
な
の
で
、

﹁
乗
せ
て
よ
い
も
の
か
﹂
や
﹁
乗
せ
る
場

合
の
負
担
額
﹂
な
ど
に
つ
い
て
、
様
々

な
協
議
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
、

月
額
１
０
０
０
円
と
し
た
こ
と
の
積
算

根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
こ
の
費

用
負
担
等
は
再
検
討
し
ま
す
。

小
川
町
版 

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

おすすめの場所は？

何が一番必要？

 町民との関わり、開かれた町長

室を望むところですが、お考えは。

（町長） 町長を目指す中で、町全体
を回ったことは、私の財産だと思って

います。その時にお聞きした問題点を

確認し、副町長とタッグを組み、全職

員としっかりと取り組みたいと思います。

町民との関わりは？

 「町の活性化」を実現するために、

何が一番必要だと思いますか。

 （町長） 自ら動き思いを伝え、トッ

プセールスマンとして人を大切にしなが

らリーダー性を発揮することです。そし

て人の流れを町に呼び込むことです。

  道の駅リニューアル   は
その一つで、これは私の選挙公約でも

あります。

町長の
プロフィールは
こちらから！！

（小川町ホームページ）

※撮影時のみマスクとパーテーションは外しております。

月額1000円の11か月分で１万１０００円

一考も一考も

名物と名物と
利益利益

再整備工事の終期

 令和6年3月末

令和6年12月末

議
員
が
質た

だ

し
た　

聞
い
て
わ
か
っ
た

　

私
た
ち
の
町
、
ど
う
な
っ
て
る
？ 7月8日、島田町長に編集委員会から

突撃インタビューを行いました。

町政町政ががスタート！ 就任早々スタート！ 就任早々でで  迎えた  迎えた初議会初議会を振り返ってを振り返って

ニ

ュ

ー

リ

ー

ダ

ー

ニ

ュ

ー

リ

ー

ダ

ー

新 島
田　
島
田　

    

町
長
町
長
にに
突
撃
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
!!!!

新

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

 道の駅 再整備

変更点変更点１１
 道の駅 再整備

変更点変更点22



視察内容　①いろどり事業 （葉っぱビジネス）

　　　　　②ゼロ・ウェイスト政策

　　　　　③SDGs未来都市への取組

総務常任委員会 最終報告

徳島県上勝町オンライン視察
デジタル社会に対応した住民サービスの
向上と議会及び行政の在り方について

テーマ

　官民連携で行っている「上勝町オンライン視察」

に赴いた。各視察内容について質疑応答があり、

有意義な研修となっ

た。この経験を議会

全体で共有し、今後

の調査研究の充実に

つなげたいと考える。
臨場感溢れる生きた視察となりました

小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

町
民
登
場
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

広
い
年
代
の
皆
さ
ん
に
、
た
く
さ
ん
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

つづく！
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Ｑ
﹁
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
事

業
を
行
う
も
の
﹂
と
示
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
示
す
﹁
地
域
﹂
と
は
ど

の
範
囲
や
存
在
を
意
味
す
る
も
の
か
。

Ａ
地
区
の
活
性
化
は
、
町
全
体
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
条
例
で
の
﹁
地
域
﹂
と
は 

﹁
町
全
体
﹂

を
指
す
も
の
と
考
え
ま
す
。
普
通
財

産

は
町
・
住
民
全
体
の
財
産
で

オガワマチのこと・ギカイのこと

「一緒に見よう、考えよう」

P11までつづきます！Mini InterviewVol.18
今年の
七夕まつり、
どうでしたか？

水槽の仲間が増え

たよ。黒い出
で め き ん

目金！！
（Ｔ・Ｒさん 5歳）

３２１

６５４

９８７

121110

151413

181716

272625

302928

333231

363534

212019

242322

す
。
そ
の
活
用
方
法
を
検
討
す
る
に

は
、 

広
く
町
民
の
意
見
を
聞
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
特
に
学
校
施
設
は
、

愛
着
や
思
い
入
れ
の
あ
る
地
域
に
根

差
し
た
施
設
の
た
め
、 

利
活
用
を
進

め
る
に
当
た
り
、
関
わ
り
の
深
い
周

辺
住
民
の
意
見
を
可
能
な
限
り
反
映

し
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

始
ま
っ
た
町
立
学
校
の
統
廃
合

　
　
　
　

跡
地
の
有
効
活
用
の
促
進
に

条
例
の
一
部
改
正

まだ視力検査がで
きない乳幼児（生
後6か月以降）の
検査を瞬時に行う
ことができる機器

一般質問

全質問項目は小川町ホームページから見られます。

議会だよりでは議員ごとに要約版で掲載。全文（会議録）は9月中旬に公開予定です。

「歩いて・見て・聴いた」ことと「議員自身の提言」も交えて、町に考えを質
ただ

す。
２人の新議員も含め、新体制で臨んだ６月定例会の一般質問。13の様々な視点から、町の現在・未来

を考え、白熱した論戦を繰り広げました。新町長へ今後の方向性に関する質問が多くありました。

1313のの視点視点

皆さんは
どのテーマに

関心が
ありますか？

投
票
率
向
上

投
票
率
向
上

P.07

太
陽
光
発
電

太
陽
光
発
電

P.10

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

P.06

町
の
将
来
構
想

町
の
将
来
構
想

P.08

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

P.10

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

P.06

パ
ト
リ
ア
施
設

パ
ト
リ
ア
施
設

P.08

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

P.11

遊
休
農
地

遊
休
農
地

P.07

耕
作
放
棄
地

耕
作
放
棄
地

P.09

町
の
活
性
化

町
の
活
性
化

P.09

食
料
自
給
力

食
料
自
給
力

P.11

子
ど
も
医
療
費

子
ど
も
医
療
費

P.05

公共施設の適正管理の中で、今後も進む統廃合や複合化による各
施設の跡地利用の良い前例になることを期待しています。

Ｑ
子
ど
も
医
療
費
助
成
を
高
校
生
ま

子
ど
も
医
療
費
助
成
を
高
校
生
ま

で
と
し
て
い
る
近
隣
自
治
体
は
。
ま
た
、

で
と
し
て
い
る
近
隣
自
治
体
は
。
ま
た
、

仮
に
当
町
が
高
校
生
ま
で
助
成
し
た
場

仮
に
当
町
が
高
校
生
ま
で
助
成
し
た
場

合
、
そ
の
歳
出
見
込
み
は
ど
の
程
度
か
。

合
、
そ
の
歳
出
見
込
み
は
ど
の
程
度
か
。

Ａ
子
育
て
支
援
課
長

子
育
て
支
援
課
長　

近
隣
で
は
、

　

近
隣
で
は
、

東
松
山
市
、
嵐
山
・
滑
川
・
川
島
・
吉
見

東
松
山
市
、
嵐
山
・
滑
川
・
川
島
・
吉
見

の
各
町
、
東
秩
父
村
の
６
団
体
で
す
。

の
各
町
、
東
秩
父
村
の
６
団
体
で
す
。

　

ま
た
、
概
算
で
す
が
、
歳
出
見
込
み
は

　

ま
た
、
概
算
で
す
が
、
歳
出
見
込
み
は

約
１
０
０
０
万
円
に
な
り
ま
す
。

約
１
０
０
０
万
円
に
な
り
ま
す
。  

Ｑ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
背
景
に
、
円
安

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
背
景
に
、
円
安

や
物
価
高
が
続
き
、
特
に
子
育
て
世
帯

や
物
価
高
が
続
き
、
特
に
子
育
て
世
帯

に
と
っ
て
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
今
こ

に
と
っ
て
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
今
こ

そ
、
助
成
の
拡
大
を
求
め
る
が
。

そ
、
助
成
の
拡
大
を
求
め
る
が
。

Ａ
町
長
町
長　

子
ど
も
医
療
費
の
高
校
生

　

子
ど
も
医
療
費
の
高
校
生

ま
で
の
拡
大
は
、
私
の
選
挙
公
約
で
も
あ

ま
で
の
拡
大
は
、
私
の
選
挙
公
約
で
も
あ

り
ま
す
。
条
例
改
正
等
の
手
続
も
必
要
と

り
ま
す
。
条
例
改
正
等
の
手
続
も
必
要
と

な
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
実
現
で

な
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
実
現
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
弱
視
の
早
期
発
見
を

Ｑ
子
ど
も
の
視
覚
機
能
は
、
６
歳
か
ら

子
ど
も
の
視
覚
機
能
は
、
６
歳
か
ら

８
歳
で
完
成
す
る
。
３
歳
児
健
診
に
屈
折

８
歳
で
完
成
す
る
。
３
歳
児
健
診
に
屈
折

検
査
機
器

検
査
機
器

を
導
入
で
き
な
い
か
。

を
導
入
で
き
な
い
か
。

Ａ
子
育
て
支
援
課
長

子
育
て
支
援
課
長　

早
い
段
階
で

　

早
い
段
階
で

弱
視
の
幼
児
を
発
見
し
、
早
期
治
療
に

弱
視
の
幼
児
を
発
見
し
、
早
期
治
療
に

繋
げ
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
重
要
性
を
総

繋
げ
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
重
要
性
を
総

合
的
に
判
断
し
、
機
器
の
導
入
を
検
討
し

合
的
に
判
断
し
、
機
器
の
導
入
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

て
い
き
ま
す
。

答 

弁
早
期
の
実
現
に
向
け

早
期
の
実
現
に
向
け

て
検
討
し
ま
す

て
検
討
し
ま
す

高
校
生
ま
で
の

高
校
生
ま
で
の

助
成
拡
大
を

助
成
拡
大
を

子
ど
も
医
療
費

子
ど
も
医
療
費髙

たかはし

橋さゆり議員
が町に問う！

川島町で使用している屈折検査機器

現在、公共用に使用していない、または使用することが決定していない財産

令和４年第２回 比企広域市町村圏組合議会臨時会（令和４年５月24日）

消防ポンプ車の購入予算を可決（小川消防団第1分団第4部）

　消防ポンプ自動車は、活動に支障を来さないよう、およそ15年程度で更新されています。

購入価格は約2089万円です。古い消防自動車は売却される予定です。

一部事務組合議会から報告 一部の行政サービスを複数の市町村が共同
で行うための団体が一部事務組合です。構
成市町村の議会から議員を選出しています。

消防・救急・斎場の管理運営・介護・障害審査会・公平委員会

稲
村 

壌
治

鈴
木
　
秀
尚

笠
原
　
英
彦

髙
橋 

功
人
　
　 

笹
本 

孝
幸

五
十
嵐
康
博

髙
橋
さ
ゆ
り

本
多 

重
信

髙
瀬  

勉

井
口 

亮
一

笠
原 

規
弘

島
﨑 

隆
夫

田
中 

照
子

大
戸
　
久
一

根
岸 

成
美

山
口
　
勝
士

審

議

結

果

財産の交換、譲与、無償貸与等に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 − 可決

一般会計補正予算（第２号） 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 可決

賛否が分かれた議案
公開します 議員ごとの賛否内訳と審議結果

○…賛成 ×…反対　欠…欠席

ー印…議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

議決結果はホームページ
でも見られます→

他12議案は
全員賛成で原案どおり「可決・同意・承認」しました
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一
般
質
問

小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

見
出
し
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

内
容
が
一
目
で
わ
か
り
、
記
事
を
読
み
た
く
な
る
見
出
し
を
つ
け
ま
す
。

つづく！

今年こそ、多くのランナーを

Ｑ
さ
き
に
執
行
さ
れ
た
町
長
選
挙
並

さ
き
に
執
行
さ
れ
た
町
長
選
挙
並

び
に
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
つ
い
て
、

び
に
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
つ
い
て
、

有
権
者
の
投
票
行
動
に
お
け
る
特
徴
や

有
権
者
の
投
票
行
動
に
お
け
る
特
徴
や

傾
向
な
ど
は
。

傾
向
な
ど
は
。

Ａ
総
務
課
長

総
務
課
長　

若
年
層
は
人
数
が
減

　

若
年
層
は
人
数
が
減

り
、
投
票
率
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

り
、
投
票
率
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
高
齢
層
は
人
数
が
増
え
、
投

一
方
で
、
高
齢
層
は
人
数
が
増
え
、
投

票
率
も
高
い
状
況
で
す
。

票
率
も
高
い
状
況
で
す
。

Ｑ
世
代
間
に
お
け
る
１
票
の
格
差
は

世
代
間
に
お
け
る
１
票
の
格
差
は

存
在
す
る
と
捉
え
て
い
る
か
。

存
在
す
る
と
捉
え
て
い
る
か
。

Ａ
総
務
課
長

総
務
課
長　

標
準
的
な
地
区
を
例

　

標
準
的
な
地
区
を
例

に
投
票
率
を
見
る
と
、
全
年
齢
層
に
よ

に
投
票
率
を
見
る
と
、
全
年
齢
層
に
よ

る
投
票
率

る
投
票
率
5555
・
６
％
に
対
し
、
若
年
層

・
６
％
に
対
し
、
若
年
層

はは
2727
・
５
％
、
高
齢
層
は

・
５
％
、
高
齢
層
は
7070
・
２
％
で
、

・
２
％
で
、

世
代
間
に
大
き
な
差
が
見
ら
れ
ま
す
。

世
代
間
に
大
き
な
差
が
見
ら
れ
ま
す
。

「
世
代
間
に
お
け
る
１
票
の
格
差
」
が

「
世
代
間
に
お
け
る
１
票
の
格
差
」
が

存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
議

存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
議

論
に
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
と
捉
え
て

論
に
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
と
捉
え
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

Ｑ
若
年
層
の
投
票
率
向
上
に
つ
な
げ

若
年
層
の
投
票
率
向
上
に
つ
な
げ

る
取
組
な
ど
の
対
策
は
。

る
取
組
な
ど
の
対
策
は
。

Ａ
総
務
課
長

総
務
課
長　　

1818
歳
と
な
り
選
挙
権

歳
と
な
り
選
挙
権

を
得
た
方
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
し

を
得
た
方
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
成
人
式
で
は
啓
発

て
い
ま
す
。
ま
た
、
成
人
式
で
は
啓
発

物
を
配
布
し
、
投
票
を
呼
び
か
け
て
い

物
を
配
布
し
、
投
票
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

ま
す
。

Ｑ
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
を
共
通

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
を
共
通

投
票
所
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

投
票
所
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

Ａ
総
務
課
長

総
務
課
長　

国
の
動
向
等
を
注
視

　

国
の
動
向
等
を
注
視

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

答 

弁
格
差
の
傾
向
が
見
ら

格
差
の
傾
向
が
見
ら

れ
る
状
況
で
す

れ
る
状
況
で
す

世
代
間
で
の
１

世
代
間
で
の
１

票
の
格
差
は

票
の
格
差
は

投
票
率
向
上

投
票
率
向
上井

い ぐ ち

口亮
りょういち

一議員
が町に問う！

期日前投票所（共通投票所）リリック

答 

弁

荒
廃
農
地
は
約

荒
廃
農
地
は
約

１
２
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す

１
２
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す

農
業
振
興
地
域

農
業
振
興
地
域

内
で
の
面
積
は

内
で
の
面
積
は

遊
休
農
地

遊
休
農
地笹

ささもとたかゆき

本孝幸議員
が町に問う！

かつては営農が盛んだった農地

Ｑ
第
５
次
総
合
振
興
計
画
に
は
﹁
優

第
５
次
総
合
振
興
計
画
に
は
﹁
優

良
農
地
や
積
極
的
な
営
農
が
行
わ
れ
て

良
農
地
や
積
極
的
な
営
農
が
行
わ
れ
て

い
る
農
地
は
、
そ
の
保
全
を
図
る
﹂
と

い
る
農
地
は
、
そ
の
保
全
を
図
る
﹂
と

あ
る
。
町
内
全
農
地
に
対
す
る
農
業
振

あ
る
。
町
内
全
農
地
に
対
す
る
農
業
振

興
地
域
内
の
農
地
面
積
は
ど
の
程
度
か
。

興
地
域
内
の
農
地
面
積
は
ど
の
程
度
か
。

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

農
業
振
興
地
域

　

農
業
振
興
地
域

の
面
積
は
約
３
７
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

の
面
積
は
約
３
７
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

そ
の
う
ち
農
地
面
積
は
約
８
１
０
ヘ
ク

そ
の
う
ち
農
地
面
積
は
約
８
１
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
す
。
町
内
の
全
農
地
面
積
は

タ
ー
ル
で
す
。
町
内
の
全
農
地
面
積
は

約
８
６
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
な
の
で
、
町
内

約
８
６
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
な
の
で
、
町
内

全
農
地
に
占
め
る
農
業
振
興
地
域
内
の

全
農
地
に
占
め
る
農
業
振
興
地
域
内
の

農
地
面
積
は
、
約

農
地
面
積
は
、
約
9494
％
と
な
り
ま
す
。

％
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
農
業
振
興
地
域
内
の
遊
休
農
地
の

農
業
振
興
地
域
内
の
遊
休
農
地
の

割
合
は
。

割
合
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

荒
廃
農
地
は
約

　

荒
廃
農
地
は
約

１
２
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
農
業
振
興
地

１
２
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
農
業
振
興
地

域
内
の
農
地
面
積
８
１
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

域
内
の
農
地
面
積
８
１
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
約
の
約
1515
・
８
％
と
な
り
ま
す
。

・
８
％
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
総
合
振
興
計
画
に
は
﹁
町
の
活
力

総
合
振
興
計
画
に
は
﹁
町
の
活
力

を
高
め
、
雇
用
創
出
に
つ
な
が
る
工
業
・

を
高
め
、
雇
用
創
出
に
つ
な
が
る
工
業
・

流
通
系
等
の
新
た
な
土
地
利
用
の
誘
導

流
通
系
等
の
新
た
な
土
地
利
用
の
誘
導

を
図
る
﹂
と
も
あ
る
が
、
そ
の
新
た
な

を
図
る
﹂
と
も
あ
る
が
、
そ
の
新
た
な

土
地
と
は
。

土
地
と
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長

に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

土
地
利
用

　

土
地
利
用

構
想
図
で
は
、
大
字
角
山
・
靱
負
・
木

構
想
図
で
は
、
大
字
角
山
・
靱
負
・
木

呂
子
・
高
谷
及
び
西
古
里
な
ど
の
地
域

呂
子
・
高
谷
及
び
西
古
里
な
ど
の
地
域

を
工
業
・
流
通
ゾ
ー
ン
と
し
て
い
ま
す
。

を
工
業
・
流
通
ゾ
ー
ン
と
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
事
業
所
等
の
利
用
に
よ
り
、
雇

新
た
な
事
業
所
等
の
利
用
に
よ
り
、
雇

用
創
出
や
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

用
創
出
や
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
企
業
誘
致
等
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

う
企
業
誘
致
等
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

答 

弁
適
切
な
予
算
や
人
員

適
切
な
予
算
や
人
員

配
置
を
行
い
ま
す

配
置
を
行
い
ま
す

さ
ら
な
る
環
境

さ
ら
な
る
環
境

政
策
の
推
進
を

政
策
の
推
進
を

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り髙

た か せ

瀬　勉
つとむ

議員
が町に問う！

豊かな環境資源を生かして「復活」を

コロナ禍以前の活気が戻ったようで

懐かしくもあり、飲食ブースを分け

るといった新しい時代も感じるお祭

りでした。（K・Rさん 20代）

普段とは雰囲気がガラッと変わり、

あんな賑やかな小川町が見られて嬉

しかったです。（N・Nさん 34歳）

前日の七夕竹飾りの準備と片

づけに行きました。学生が多

かったと感じました。
（O・Sさん 16歳）

３２１

６５４

９８７

121110

151413

181716

272625

302928

333231

363534

212019

242322

３２１

６５４

９８７

121110

151413

181716

272625

302928

333231

363534

212019

242322

３２１

６５４

９８７

121110

151413

181716

272625

302928

333231

363534

212019

242322

Ｑ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
・
カ
ー
ボ

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
・
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、

さ
ら
な
る
環
境
政
策
の
推
進
を
望
む
が
。

さ
ら
な
る
環
境
政
策
の
推
進
を
望
む
が
。

Ａ
政
策
推
進
課
長
ほ
か

政
策
推
進
課
長
ほ
か　

町
の
第
２

　

町
の
第
２

次
環
境
基
本
計
画
や
地
球
温
暖
化
対
策

次
環
境
基
本
計
画
や
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
︵
区
域
・
施
策
編
︶
の
取
組

実
行
計
画
︵
区
域
・
施
策
編
︶
の
取
組

を
推
進
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標

を
推
進
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標

の
達
成
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

の
達
成
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

森
林
循
環
を
目
指
し
た
木
材
の
需
要
増

森
林
循
環
を
目
指
し
た
木
材
の
需
要
増

大
と
、
森
林
等
の
吸
収
源
対
策
と
し
て

大
と
、
森
林
等
の
吸
収
源
対
策
と
し
て

の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
や
、
里

の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
や
、
里

山
再
生
事
業
等
を
実
施
し
、
荒
廃
し
た

山
再
生
事
業
等
を
実
施
し
、
荒
廃
し
た

森
林
の
経
営
管
理
を
実
施
し
て
い
き
ま

森
林
の
経
営
管
理
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
ら
事
業
の
進
捗
な
ど
に
併
せ

す
。
そ
れ
ら
事
業
の
進
捗
な
ど
に
併
せ

て
、
適
切
な
予
算
や
人
員
配
置
を
行
っ

て
、
適
切
な
予
算
や
人
員
配
置
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

て
い
き
ま
す
。

Ｑ
町
長
が
掲
げ
た
町
の
﹁
復
活
﹂
に

町
長
が
掲
げ
た
町
の
﹁
復
活
﹂
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
取
組
・
施
策
展
開
は
。

つ
い
て
、
具
体
的
な
取
組
・
施
策
展
開
は
。

ま
た
、
復
活
が
示
す
町
の
姿
や
ゴ
ー
ル

ま
た
、
復
活
が
示
す
町
の
姿
や
ゴ
ー
ル

地
点
と
は
。

地
点
と
は
。  　　

Ａ
町
長
町
長　

今
日
ま
で
の
地
方
創
生
関

　

今
日
ま
で
の
地
方
創
生
関

連
事
業
な
ど
に
よ
り
、
移
住
者
の
増
加

連
事
業
な
ど
に
よ
り
、
移
住
者
の
増
加

や
、
町
の
活
性
化
に
資
す
る
成
果
が
見

や
、
町
の
活
性
化
に
資
す
る
成
果
が
見

え
始
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
産
業
・

え
始
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
産
業
・

観
光
の
振
興
や
、
教
育
・
子
育
て
へ
の

観
光
の
振
興
や
、
教
育
・
子
育
て
へ
の

支
援
を
は
じ
め
、
各
施
策
に

支
援
を
は
じ
め
、
各
施
策
に
真真し

ん

し

し

ん

し摯摯
に
取
に
取

り
組
む
こ
と
で
、﹁
未
来
の
子
ど
も
た
ち

り
組
む
こ
と
で
、﹁
未
来
の
子
ど
も
た
ち

が
暮
ら
し
や
す
い
町
・
将
来
に
わ
た
り

が
暮
ら
し
や
す
い
町
・
将
来
に
わ
た
り

活
気
に
溢
れ
た
町
﹂と
な
る
こ
と
が
、﹁
復

活
気
に
溢
れ
た
町
﹂と
な
る
こ
と
が
、﹁
復

活
﹂
の
ゴ
ー
ル
と
捉
え
て
い
ま
す
。

活
﹂
の
ゴ
ー
ル
と
捉
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
地
区
民
体
育
祭
の
在
り
方
は
。

地
区
民
体
育
祭
の
在
り
方
は
。

Ａ
生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長　

開
閉
会
式
の
簡

　

開
閉
会
式
の
簡

略
化
や
昼
食
な
し
の
半
日
開
催
、
種
目

略
化
や
昼
食
な
し
の
半
日
開
催
、
種
目

の
見
直
し
な
ど
を
議
論
し
、
新
し
い
生

の
見
直
し
な
ど
を
議
論
し
、
新
し
い
生

活
様
式
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
大
会

活
様
式
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
大
会

の
開
催
を
考
え
て
い
ま
す
。

の
開
催
を
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
和
紙
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
在
り
方

和
紙
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
在
り
方

は
。
は
。  Ａ

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長　

第

　

第
3030
回
大
会
を

回
大
会
を

開
催
す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
て
い
ま

開
催
す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た
新
た

す
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た
新
た

な
小
川
和
紙
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
在
り
方

な
小
川
和
紙
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
在
り
方

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
町
民
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、

町
民
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、

町
の
ス
ポ
ー
ツ
全
体
を
牽
引
し
て
い
く

町
の
ス
ポ
ー
ツ
全
体
を
牽
引
し
て
い
く

よ
う
な
大
会
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い

よ
う
な
大
会
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い

る
が
。

る
が
。

Ａ
生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長　

感
染
防
止
対
策

　

感
染
防
止
対
策

を
講
じ
る
中
で
も
、
町
の
よ
さ
を
知
っ

を
講
じ
る
中
で
も
、
町
の
よ
さ
を
知
っ

て
も
ら
え
る
大
会
を
目
指
し
、
関
係
者

て
も
ら
え
る
大
会
を
目
指
し
、
関
係
者

と
検
討
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

と
検
討
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
学
校
行
事
や
修
学
旅
行
に
対
す
る

学
校
行
事
や
修
学
旅
行
に
対
す
る

支
援
等
は
。

支
援
等
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長　

小
中
学
校
の
修

　

小
中
学
校
の
修

学
旅
行
で
は
、
１
人
５
０
０
０
円
を
補

学
旅
行
で
は
、
１
人
５
０
０
０
円
を
補

助
し
、
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
バ
ス

助
し
、
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
バ
ス

の
台
数
や
宿
泊
先
の
部
屋
数
を
増
や
す

の
台
数
や
宿
泊
先
の
部
屋
数
を
増
や
す

な
ど
の
費
用
に
充
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、

な
ど
の
費
用
に
充
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、

中
止
等
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
料
の
支
払

中
止
等
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
料
の
支
払

い
に
充
当
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

い
に
充
当
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

答 

弁
新
た
な
取
組
や
展
開

新
た
な
取
組
や
展
開

を
検
討
し
て
い
ま
す

を
検
討
し
て
い
ま
す

地
域
や
学
校
行

地
域
や
学
校
行

事
の
在
り
方
は

事
の
在
り
方
は

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ髙

たかはし

橋功
い さ お

人議員
が町に問う！

感染者数の拡大により、小川
地区は半日開催、大河・竹沢・
八和田地区は中止を決定

令和８年度に平成
25年度比で24％
以上の削減
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一
般
質
問

小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

文
字
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

高
齢
者
や
視
覚
の
弱
い
方
に
も
読
み
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
使
用
し
ま
す
！

つづく！

答 

弁
休
止
し
た
経
緯
か
ら

休
止
し
た
経
緯
か
ら

難
し
い
と
捉
え
て
い
ま
す

難
し
い
と
捉
え
て
い
ま
す

プ
ー
ル
と
浴
室

プ
ー
ル
と
浴
室

の
利
用
再
開
を

の
利
用
再
開
を

パ
ト
リ
ア
施
設

パ
ト
リ
ア
施
設五

い が ら し

十嵐康
やすひろ

博議員
が町に問う！

転換を待っているパトリアのプール

Ｑ
休
止
か
ら
早
２
年
。
プ
ー
ル
と
浴

休
止
か
ら
早
２
年
。
プ
ー
ル
と
浴

室
の
施
設
転
換
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

室
の
施
設
転
換
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
調
査
や
検
討
が
行
わ
れ
て
き
た
の
か
。

な
調
査
や
検
討
が
行
わ
れ
て
き
た
の
か
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長

長
生
き
支
援
課
長　

他
自
治
体
や

　

他
自
治
体
や

民
間
企
業
と
意
見
交
換
を
実
施
し
て
き

民
間
企
業
と
意
見
交
換
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
一
方
で
、
新
た
な
課
題
と
し
て
、

ま
し
た
。
一
方
で
、
新
た
な
課
題
と
し
て
、

施
設
全
体
の
空
調
設
備
に
不
具
合
が
生

施
設
全
体
の
空
調
設
備
に
不
具
合
が
生

じ
、
そ
の
更
新
に
は
２
億
円
規
模
の
費

じ
、
そ
の
更
新
に
は
２
億
円
規
模
の
費

用
が
見
込
ま
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

用
が
見
込
ま
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

Ｑ
そ
の
２
億
円
に
も
な
る
更
新
費
用

そ
の
２
億
円
に
も
な
る
更
新
費
用

の
財
源
と
し
て
、
国
や
県
か
ら
の
補
助

の
財
源
と
し
て
、
国
や
県
か
ら
の
補
助

な
ど
は
期
待
で
き
る
の
か
。

な
ど
は
期
待
で
き
る
の
か
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長

長
生
き
支
援
課
長　

こ
れ
ま
で
、

　

こ
れ
ま
で
、

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
環
境
系
や
、
防
災

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
環
境
系
や
、
防
災

関
連
の
補
助
金
に
つ
い
て
研
究
し
て
き

関
連
の
補
助
金
に
つ
い
て
研
究
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
更
新
を
行
う
場
合
は
、

た
と
こ
ろ
で
す
。
更
新
を
行
う
場
合
は
、

国
等
の
補
助
金
の
活
用
は
必
須
と
考
え

国
等
の
補
助
金
の
活
用
は
必
須
と
考
え

て
い
る
の
で
、
今
後
も
研
究
を
続
け
て

て
い
る
の
で
、
今
後
も
研
究
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

い
き
ま
す
。

Ｑ
森
林
整
備
で
発
生
し
て
い
る
未

森
林
整
備
で
発
生
し
て
い
る
未
利利

用
間
伐
材
等
を
活
用
し
た
﹁
木
質
バ
イ

用
間
伐
材
等
を
活
用
し
た
﹁
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
﹂
の
導
入
で
、
プ
ー
ル
と
浴
室

オ
マ
ス
﹂
の
導
入
で
、
プ
ー
ル
と
浴
室

の
再
開
を
。

の
再
開
を
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長

長
生
き
支
援
課
長　

休
止
と
し
た

　

休
止
と
し
た

経
緯
か
ら
難
し
い
と
捉
え
て
い
ま
す
。

経
緯
か
ら
難
し
い
と
捉
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
休
止
し
た
時
点
で
は

し
か
し
な
が
ら
、
休
止
し
た
時
点
で
は

予
測
で
き
な
か
っ
た
新
た
な
課
題
な
ど

予
測
で
き
な
か
っ
た
新
た
な
課
題
な
ど

へ
の
対
策
も
生
じ
て
い
ま
す
の
で
、
引

へ
の
対
策
も
生
じ
て
い
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
、
適
切
な
対
応
を
検
討
し
て
い

き
続
き
、
適
切
な
対
応
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

き
ま
す
。

答 

弁
道
の
駅
の
再
整
備
を

道
の
駅
の
再
整
備
を

優
先
に
取
り
組
み
ま
す

優
先
に
取
り
組
み
ま
す

駅
北
口
開
設
の

駅
北
口
開
設
の

取
組
は

取
組
は

町
の
将
来
構
想

町
の
将
来
構
想笠

かさはらのりひろ

原規弘議員
が町に問う！

駅北口開設と駅前ロータリーを

Ｑ
北
口
開
設
に
向
け
た
﹁

北
口
開
設
に
向
け
た
﹁
灯灯

と
も
し
び

と
も
し
び﹂

を
絶

﹂
を
絶

や
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
事
業
の
進
捗

や
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
事
業
の
進
捗

を
期
待
す
る
が
。

を
期
待
す
る
が
。

Ａ
町
長
町
長　

財
源
が
最
も
大
き
な
課
題

　

財
源
が
最
も
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
人
を
呼
び

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
人
を
呼
び

込
み
、
収
入
を
増
や
す
た
め
、
町
の
活

込
み
、
収
入
を
増
や
す
た
め
、
町
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
道
の
駅
の
再
整
備
を

性
化
に
つ
な
が
る
道
の
駅
の
再
整
備
を

優
先
に
取
り
組
み
ま
す
。

優
先
に
取
り
組
み
ま
す
。

道
の
駅
の
周
辺
整
備
を

Ｑ
国
営
国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園
の
ネ
モ

ひ
た
ち
海
浜
公
園
の
ネ
モ

フ
ィ
ラ
な
ど
、
花
木
の
魅
力
が
人
を
呼

フ
ィ
ラ
な
ど
、
花
木
の
魅
力
が
人
を
呼

ぶ
。
仙
元
山
見
晴
ら
し
の
丘
公
園
に
お

ぶ
。
仙
元
山
見
晴
ら
し
の
丘
公
園
に
お

け
る
﹁
花
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
﹂
を
継

け
る
﹁
花
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
﹂
を
継

続
し
、
道
の
駅
と
連
携
し
た
観
光
プ
ロ

続
し
、
道
の
駅
と
連
携
し
た
観
光
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
研
究
し
て
は
ど
う
か
。

ジ
ェ
ク
ト
を
研
究
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
町
長
町
長　

仙
元
山
は
桜
が
咲
き
景
観

　

仙
元
山
は
桜
が
咲
き
景
観

も
よ
く
、
道
の
駅
か
ら
も
周
遊
で
き
る

も
よ
く
、
道
の
駅
か
ら
も
周
遊
で
き
る

こ
と
か
ら
、
見
晴
ら
し
の
丘
公
園
の
さ

こ
と
か
ら
、
見
晴
ら
し
の
丘
公
園
の
さ

ら
な
る
魅
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

ら
な
る
魅
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

自
治
体
の﹁
運
営
﹂
か
ら﹁
経
営
﹂に

Ｑ
次
世
代
に
課
題
を
先
送
り
し
な
い

次
世
代
に
課
題
を
先
送
り
し
な
い

た
め
の
財
政
状
況
を
求
め
る
が
。

た
め
の
財
政
状
況
を
求
め
る
が
。

Ａ
町
長
町
長　

町
に
人
を
呼
び
込
み
、
収

　

町
に
人
を
呼
び
込
み
、
収

入
を
も
た
ら
す
道
の
駅
の
再
整
備
や
企

入
を
も
た
ら
す
道
の
駅
の
再
整
備
や
企

業
誘
致
な
ど
を
優
先
的
に
進
め
ま
す
。

業
誘
致
な
ど
を
優
先
的
に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
一
つ
一

ま
た
、
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
一
つ
一

つ
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

つ
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

答 

弁
人
口
動
態
調
査
等
か

人
口
動
態
調
査
等
か

ら
効
果
的
な
取
組
に
努
め
ま
す

ら
効
果
的
な
取
組
に
努
め
ま
す

急
激
な
人
口
減

急
激
な
人
口
減

少
へ
の
対
策
は

少
へ
の
対
策
は

町
の
活
性
化

町
の
活
性
化

Ｑ
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
、
地
主
や

耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
、
地
主
や

近
隣
住
民
か
ら
の
相
談
内
容
や
件
数
は
。

近
隣
住
民
か
ら
の
相
談
内
容
や
件
数
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

令
和
３
年
度
は
、

　

令
和
３
年
度
は
、

近
隣
住
民
の
方
か
ら
、
雑
草
の
繁
茂
に

近
隣
住
民
の
方
か
ら
、
雑
草
の
繁
茂
に

関
す
る
相
談
が
最
も
多
く
、

関
す
る
相
談
が
最
も
多
く
、
2121
件
あ
り

件
あ
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。

Ｑ
令
和
４
年
４
月
に
、
農
地
の
維
持

令
和
４
年
４
月
に
、
農
地
の
維
持

管
理
が
困
難
な
方
の
た
め
「
原
川
・
笠

管
理
が
困
難
な
方
の
た
め
「
原
川
・
笠

原
地
区
合
同
草
刈
り
隊
」
を
結
成
し
、

原
地
区
合
同
草
刈
り
隊
」
を
結
成
し
、

活
動
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
依

活
動
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
依

頼
が
舞
い
込
ん
で
い
る
。
他
の
地
域
に

頼
が
舞
い
込
ん
で
い
る
。
他
の
地
域
に

も
そ
の
取
組
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考

も
そ
の
取
組
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
る
が
、
支
援
等
の
手
立
て
は
。

え
る
が
、
支
援
等
の
手
立
て
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

現
在
、
草
刈
り

　

現
在
、
草
刈
り

等
の
活
動
を
支
援
す
る
「
多
面
的
機
能

等
の
活
動
を
支
援
す
る
「
多
面
的
機
能

支
払
い
交
付
金
制
度
﹂
を
活
用
す
る
中

支
払
い
交
付
金
制
度
﹂
を
活
用
す
る
中

で
、
町
内

で
、
町
内
1414
地
区
の
取
組
を
支
援
し
て

地
区
の
取
組
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
取
組
を
推
進
し

い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
取
組
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

プ
リ
ム
跡
地
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

Ｑ
事
業
予
定
地
内
に
あ
る
赤
道

事
業
予
定
地
内
に
あ
る
赤
道

の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
そ
の
方
針
に
変

の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
そ
の
方
針
に
変

わ
り
は
な
い
か
。

わ
り
は
な
い
か
。

Ａ
町
長
ほ
か

町
長
ほ
か　

事
業
予
定
地
内
の
赤

　

事
業
予
定
地
内
の
赤

道
に
つ
い
て
は
、
以
前
︵
前
町
長
が
︶

道
に
つ
い
て
は
、
以
前
︵
前
町
長
が
︶

答
弁
し
た
と
お
り
﹁
売
払
い
及
び
賃
貸

答
弁
し
た
と
お
り
﹁
売
払
い
及
び
賃
貸

は
し
な
い
﹂
と
い
う
町
の
方
針
に
変
わ

は
し
な
い
﹂
と
い
う
町
の
方
針
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

答 

弁

雑
草
の

雑
草
の
繁繁は

ん
は
ん

茂茂もも

に
関
に
関

す
る
相
談
が
最
も
多
い
で
す

す
る
相
談
が
最
も
多
い
で
す

問
い
合
わ
せ
等

問
い
合
わ
せ
等

の
傾
向
は

の
傾
向
は

耕
作
放
棄
地

耕
作
放
棄
地

リニューアルを待つ道の駅

大
お お と

戸久
ひさかず

一議員
が町に問う！

笠
かさはらひでひこ

原英彦議員
が町に問う！

Ｑ
急
激
な
人
口
減
少
は
、
町
の
活
力

急
激
な
人
口
減
少
は
、
町
の
活
力

や
税
収
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。

や
税
収
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。

原
因
の
分
析
と
対
策
は
。

原
因
の
分
析
と
対
策
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　

人
口
動
向
の
把

　

人
口
動
向
の
把

握
・
分
析
は
、
町
の
課
題
や
対
策
を
行

握
・
分
析
は
、
町
の
課
題
や
対
策
を
行

う
上
で
重
要
で
す
。
主
な
転
出
先
は
、

う
上
で
重
要
で
す
。
主
な
転
出
先
は
、

東
松
山
・
滑
川
・
嵐
山
等
の
近
隣
市
町

東
松
山
・
滑
川
・
嵐
山
等
の
近
隣
市
町

で
、
東
京
圏
へ
の
通
勤
・
通
学
に
利
便

で
、
東
京
圏
へ
の
通
勤
・
通
学
に
利
便

性
の
高
い
地
域
に
人
が
流
れ
て
い
ま
す
。

性
の
高
い
地
域
に
人
が
流
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
人
口
動
態
調
査
等
か
ら
、
社

今
後
も
、
人
口
動
態
調
査
等
か
ら
、
社

会
減
・
自
然
減
の
双
方
に
対
応
し
た
効

会
減
・
自
然
減
の
双
方
に
対
応
し
た
効

果
的
な
事
業
の
実
施
に
努
め
ま
す
。

果
的
な
事
業
の
実
施
に
努
め
ま
す
。

道
の
駅
再
整
備 

Ｑ
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
や
、
町
の
Ｐ
Ｒ

キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
や
、
町
の
Ｐ
Ｒ

動
画
等
の
情
報
発
信
す
る
施
設
設
備
の

動
画
等
の
情
報
発
信
す
る
施
設
設
備
の

充
実
を
。
ま
た
、
施
設
周
辺
の
遊
休
農

充
実
を
。
ま
た
、
施
設
周
辺
の
遊
休
農

地
や
空
き
家
を
利
活
用
し
、
農
業
の
６

地
や
空
き
家
を
利
活
用
し
、
農
業
の
６

次
産
業
化
や
、体
験
型
・
滞
在
型
︵
農
業
・

次
産
業
化
や
、体
験
型
・
滞
在
型
︵
農
業
・

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
宿
泊
な
ど
︶
の
イ
ベ

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
宿
泊
な
ど
︶
の
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
等
は
。

ン
ト
の
企
画
等
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長

に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

道
の
駅
再

　

道
の
駅
再

整
備
は
﹁
手

整
備
は
﹁
手
漉漉すす

き
和
紙
と
有
機
の
里
道

き
和
紙
と
有
機
の
里
道

の
駅
お
が
わ
ま
ち
﹂
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

の
駅
お
が
わ
ま
ち
﹂
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
、
多
様
な
情
報
発
信
が
で
き
る
﹁
体

し
、
多
様
な
情
報
発
信
が
で
き
る
﹁
体

験
し
た
い
・
楽
し
み
た
い
・
ま
た
来
た

験
し
た
い
・
楽
し
み
た
い
・
ま
た
来
た

い
」
施
設
と
な
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま

い
」
施
設
と
な
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
資
源
を
活
用
し
、
体

す
。
ま
た
、
地
域
資
源
を
活
用
し
、
体

験
型
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
・
開
催

験
型
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
・
開
催

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

発足「原川・笠原地区合同草刈り隊」

私は移住者なので初参加でした

が、思ったより人が多くて驚きま

した。祭り太鼓の迫力に感動。
（Y・Hさん 42歳）

３２１

６５４

９８７

121110

151413

181716

272625

302928

333231

363534

212019

242322

コロナ禍で縮小しての開催は仕

方なかったと思う。ただ、ステー

ジでのイベントは良かったです。
（F・Aさん 16歳）

３２１

６５４

９８７

121110

151413

181716

272625

302928

333231

363534

212019

242322

結果的に飲食の場所が

密になり、旧街道が淋し

かった。（O・Tさん 40歳）

３２１

６５４

９８７

121110

151413

181716

272625

302928

333231

363534

212019

242322

食べもののところが混んでいて、

何も買えなかった。残念です。
（T・Tさん 40歳）

３２１

６５４

９８７

121110

151413

181716

272625

302928

333231

363534

212019

242322

古くから道路として利
用された土地のうち、
道路法の「道路の敷地」
とされず、そのまま
残った公の土地
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一
般
質
問

Ｑ
近
年
首
都
圏
の
中
で
も
、
住
み
た

近
年
首
都
圏
の
中
で
も
、
住
み
た

い
田
舎
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
る
小

い
田
舎
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
る
小

川
町
。
当
町
の
情
報
を
公
式
に
映
像
発

川
町
。
当
町
の
情
報
を
公
式
に
映
像
発

信
し
て
い
る
場
所
で
あ
る
の
に
、
公
式

信
し
て
い
る
場
所
で
あ
る
の
に
、
公
式

と
記
載
し
て
い
な
い
理
由
は
あ
る
の
か
。

と
記
載
し
て
い
な
い
理
由
は
あ
る
の
か
。

Ａ
総
務
課
長

総
務
課
長　

公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
名

　

公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
名

は
平
成

は
平
成
2929
年
に
特
許
庁
に
商
標
登
録
を

年
に
特
許
庁
に
商
標
登
録
を

し
た
﹃
和
紙
の
ふ
る
さ
と
小
川
町
﹄
を

し
た
﹃
和
紙
の
ふ
る
さ
と
小
川
町
﹄
を

用
い
た
も
の
で
す
。
独
占
的
に
利
用
で

用
い
た
も
の
で
す
。
独
占
的
に
利
用
で

き
る
文
言
を
活
用
し
、
町
の
Ｐ
Ｒ
を
図

き
る
文
言
を
活
用
し
、
町
の
Ｐ
Ｒ
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
よ
り
多
く
の
方
に
、
チ
ャ
ン
ネ
ル

よ
り
多
く
の
方
に
、
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
視
聴
し
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫
は
十

を
視
聴
し
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫
は
十

分
に
施
さ
れ
て
い
る
か
。

分
に
施
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ
総
務
課
長

総
務
課
長　

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
リ
ン
ク
バ

ジ
に
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
リ
ン
ク
バ

ナ
ー
の
設
定
、
町
の
広
報
誌
等
に
二
次

ナ
ー
の
設
定
、
町
の
広
報
誌
等
に
二
次

元
バ
ー
コ
ー
ド
を
掲
載
す
る
等
、
デ
ジ

元
バ
ー
コ
ー
ド
を
掲
載
す
る
等
、
デ
ジ

タ
ル
と
紙
の
双
方
か
ら
チ
ャ
ン
ネ
ル
へ
ア

タ
ル
と
紙
の
双
方
か
ら
チ
ャ
ン
ネ
ル
へ
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
運
用
を
し
て
い
ま
す
。

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
運
用
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ホ
ー
ム
ペ
ー

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
る
と
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
へ
の
導
入

ジ
を
見
る
と
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
へ
の
導
入

バ
ナ
ー
は
不
慣
れ
な
方
か
ら
す
る
と
、

バ
ナ
ー
は
不
慣
れ
な
方
か
ら
す
る
と
、

ど
こ
を
押
せ
ば
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
視
聴
で

ど
こ
を
押
せ
ば
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
視
聴
で

き
る
の
か
分
か
り
に
く
い
状
況
で
あ
る

き
る
の
か
分
か
り
に
く
い
状
況
で
あ
る

と
感
じ
る
。
導
入
バ
ナ
ー
に
赤
い
再
生

と
感
じ
る
。
導
入
バ
ナ
ー
に
赤
い
再
生

マ
ー
ク
を
貼
る
等
の
対
応
は
可
能
か
。

マ
ー
ク
を
貼
る
等
の
対
応
は
可
能
か
。

Ａ
総
務
課
長

総
務
課
長　

様
々
な
自
治
体
の
事

　

様
々
な
自
治
体
の
事

例
を
参
考
に
対
応
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

例
を
参
考
に
対
応
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
上
位
法
で
あ
る
県
の
林
地
開
発
に

上
位
法
で
あ
る
県
の
林
地
開
発
に

係
る
許
認
可
と
、
町
条
例
と
の
関
係
・

係
る
許
認
可
と
、
町
条
例
と
の
関
係
・

位
置
付
け
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

位
置
付
け
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

県
の
林
地
開
発

　

県
の
林
地
開
発

の
審
査
に
際
し
て
は
、
開
発
行
為
が
地

の
審
査
に
際
し
て
は
、
開
発
行
為
が
地

域
社
会
に
種
々
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

域
社
会
に
種
々
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

か
ら
﹁
地
域
住
民
の
意
向
を
反
映
し
た

か
ら
﹁
地
域
住
民
の
意
向
を
反
映
し
た

適
正
な
判
断
を
行
う
た
め
、
町
長
の
意

適
正
な
判
断
を
行
う
た
め
、
町
長
の
意

見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
し

見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

Ｑ
町
条
例
に
よ
っ
て
、
事
業
者
の
開

町
条
例
に
よ
っ
て
、
事
業
者
の
開

発
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
、
裁
判
を

発
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
、
裁
判
を

起
こ
さ
れ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、

起
こ
さ
れ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、

見
解
は
。

見
解
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

太
陽
光
発
電
事

　

太
陽
光
発
電
事

業
が
地
域
住
民
等
の
安
全
な
生
活
や
自

業
が
地
域
住
民
等
の
安
全
な
生
活
や
自

然
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
よ
り
、

然
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
よ
り
、

地
域
住
民
と
の
合
意
形
成
が
図
れ
な
い

地
域
住
民
と
の
合
意
形
成
が
図
れ
な
い

場
合
等
は
、
町
と
し
て
反
対
の
意
向
を

場
合
等
は
、
町
と
し
て
反
対
の
意
向
を

示
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

示
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

訴
訟
等
に
発
展
し
た
場
合
は
適
切
に
対

訴
訟
等
に
発
展
し
た
場
合
は
適
切
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

応
し
て
い
き
ま
す
。  

Ｑ
本
条
例
は
、
既
存
の
太
陽
光
発
電

本
条
例
は
、
既
存
の
太
陽
光
発
電

施
設
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
る
が
、
各

施
設
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
る
が
、
各

発
電
施
設
の
リ
ス
ト
の
作
成
や
、
問
題

発
電
施
設
の
リ
ス
ト
の
作
成
や
、
問
題

点
な
ど
の
把
握
は
。

点
な
ど
の
把
握
は
。  

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

リ
ス
ト
に
つ
い

　

リ
ス
ト
に
つ
い

て
は
、
現
在
作
成
中
で
す
。
課
題
を
有

て
は
、
現
在
作
成
中
で
す
。
課
題
を
有

す
る
案
件
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
指
導

す
る
案
件
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
指
導

や
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

や
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
企
業
誘
致
の
推
進
の
考
え
は
。

企
業
誘
致
の
推
進
の
考
え
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長

に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

雇
用
の
場

　

雇
用
の
場

の
創
出
や
町
税
確
保
か
ら
も
重
要
で
あ

の
創
出
や
町
税
確
保
か
ら
も
重
要
で
あ

る
た
め
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

る
た
め
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
農
林
業
の
振
興
に
関
す
る
考
え
は
。

農
林
業
の
振
興
に
関
す
る
考
え
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

生
産
環
境
の
整

　

生
産
環
境
の
整

備
と
担
い
手
の
育
成
に
力
を
注
ぎ
、
新

備
と
担
い
手
の
育
成
に
力
を
注
ぎ
、
新

た
な
農
林
業
の
展
開
を
図
り
ま
す
。
ま

た
な
農
林
業
の
展
開
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
林
業
に
お
い
て
労
働
環
境
の
改
善

た
、
林
業
に
お
い
て
労
働
環
境
の
改
善

と
経
営
基
盤
の
強
化
に
加
え
、
木
質
バ

と
経
営
基
盤
の
強
化
に
加
え
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
と
森
林
環
境
譲
与

イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
と
森
林
環
境
譲
与

税
を
使
っ
て
の
森
林
整
備
を
図
り
ま
す
。

税
を
使
っ
て
の
森
林
整
備
を
図
り
ま
す
。

Ｑ
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
は
。

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
は
。

Ａ
子
育
て
支
援
課
長

子
育
て
支
援
課
長　

妊
娠
前
か
ら

　

妊
娠
前
か
ら

子
育
て
期
の
中
で
、
切
れ
目
の
な
い
支

子
育
て
期
の
中
で
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

町
の
施
設
を
最
大
限
活
用
し
て
、
保
護

町
の
施
設
を
最
大
限
活
用
し
て
、
保
護

者
と
子
ど
も
の
交
流
と
学
び
の
場
の
創

者
と
子
ど
も
の
交
流
と
学
び
の
場
の
創

出
や
保
育
園
等
で
の
子
育
て
世
代
の
負

出
や
保
育
園
等
で
の
子
育
て
世
代
の
負

担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

Ｑ
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
支
援
は
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
支
援
は
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長

長
生
き
支
援
課
長　

ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
に
意
欲

ア
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
に
意
欲

的
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
体
づ

的
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
体
づ

く
り
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
何
よ
り
も
、

く
り
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
何
よ
り
も
、

生
き
が
い
や
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
取

生
き
が
い
や
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
取

組
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

組
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

●
そ
の
他
の
質
問

●
そ
の
他
の
質
問

環
境
基
本
計
画
の
周
知
と
町
民
の
意

環
境
基
本
計
画
の
周
知
と
町
民
の
意

識
改
革
を

識
改
革
を

小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

写
真
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

写
真
は
編
集
委
員
が
﹁
撮
る
﹂﹁
選
ぶ
﹂。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
︵
写
真
説
明
︶
も
工
夫
し
ま
す
。

答 

弁

他
自
治
体
を
参
考
に

他
自
治
体
を
参
考
に

対
応
を
進
め
ま
す

対
応
を
進
め
ま
す

公
式
チ
ャ
ン
ネ

公
式
チ
ャ
ン
ネ

ル
の
工
夫
は

ル
の
工
夫
は

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ稲

いなむら

村壌
じょうじ

治議員
が町に問う！

答 

弁

地
域
住
民
の
意
向

地
域
住
民
の
意
向

を
反
映
す
る
条
例
で
す

を
反
映
す
る
条
例
で
す

設
置
条
例
の
位

設
置
条
例
の
位

置
付
け
等
は

置
付
け
等
は

太
陽
光
発
電

太
陽
光
発
電鈴

す ず き

木秀
ひでなお

尚議員
が町に問う！

法面の崩れた大塚地内の太陽光発電事業所

答 

弁
積
極
的
に
推
進
し
て

積
極
的
に
推
進
し
て

い
き
ま
す

い
き
ま
す

企
業
誘
致
の
推

企
業
誘
致
の
推

進
は
進
は

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り島

しまざき

﨑隆
た か お

夫議員
が町に問う！

町内の工業団地

Ｑ
穀
物
大
国
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
、
ロ
シ

穀
物
大
国
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
侵
略
で
輸
出
量
が
減
少
し
、

ア
に
よ
る
侵
略
で
輸
出
量
が
減
少
し
、

世
界
に
影
響
を
広
げ
て
い
る
。
当
町
も

世
界
に
影
響
を
広
げ
て
い
る
。
当
町
も

農
産
物
の
地
産
と
自
給
力
の
向
上
を
。

農
産
物
の
地
産
と
自
給
力
の
向
上
を
。

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

産
業
政
策
と
地

　

産
業
政
策
と
地

域
政
策
と
で
支
援
し
、
農
家
の
生
産
意

域
政
策
と
で
支
援
し
、
農
家
の
生
産
意

欲
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

欲
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

太
陽
光
発
電
設
備
の
制
限
区
域

Ｑ
設
備
の
適
正
な
設
置
及
び
管
理
に

設
備
の
適
正
な
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
が
施
行
さ
れ
た
が
、
抑
制

関
す
る
条
例
が
施
行
さ
れ
た
が
、
抑
制

区
域
は
﹁
町
内
全
域
﹂
と
す
べ
き
で
は
。

区
域
は
﹁
町
内
全
域
﹂
と
す
べ
き
で
は
。

ま
た
、
近
隣
で
制
限
区
域
を
町
内
全
域

ま
た
、
近
隣
で
制
限
区
域
を
町
内
全
域

と
定
め
て
い
る
自
治
体
は
あ
る
か
。

と
定
め
て
い
る
自
治
体
は
あ
る
か
。

Ａ
環
境
農
林
課
長

環
境
農
林
課
長　

他
市
町
村
の
事

　

他
市
町
村
の
事

例
も
考
慮
し
、
当
町
に
お
い
て
は
﹁
土

例
も
考
慮
し
、
当
町
に
お
い
て
は
﹁
土

砂
災
害
警
戒
区
域
﹂
と
指
定
し
ま
し
た
。

砂
災
害
警
戒
区
域
﹂
と
指
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
全
域
を
抑
制
区
域
と
し
て

ま
た
、
町
内
全
域
を
抑
制
区
域
と
し
て

い
る
近
隣
自
治
体
は
、
嵐
山
・
鳩
山
・

い
る
近
隣
自
治
体
は
、
嵐
山
・
鳩
山
・

と
き
が
わ
・
滑
川
・
川
島
の
各
町
で
す
。

と
き
が
わ
・
滑
川
・
川
島
の
各
町
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
児
童
生
徒
対
応

Ｑ
コ
ロ
ナ
対
応
等
で
忙
し
い
先
生
を

コ
ロ
ナ
対
応
等
で
忙
し
い
先
生
を

見
て
相
談
を
た
め
ら
う
児
童
生
徒
や
、

見
て
相
談
を
た
め
ら
う
児
童
生
徒
や
、

忙
し
さ
の
あ
ま
り
、
い
じ
め
な
ど
に
気

忙
し
さ
の
あ
ま
り
、
い
じ
め
な
ど
に
気

づ
か
な
い
教
職
員
も
い
る
の
で
は
。

づ
か
な
い
教
職
員
も
い
る
の
で
は
。  

Ａ
学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長　

目
が
行
き
届
か

　

目
が
行
き
届
か

な
い
場
面
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

な
い
場
面
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

副
担
任
等
の
協
力
で
問
題
な
く
対
応
し

副
担
任
等
の
協
力
で
問
題
な
く
対
応
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

答 

弁
農
家
の
生
産
意
欲
の

農
家
の
生
産
意
欲
の

向
上
策
を
図
り
ま
す

向
上
策
を
図
り
ま
す

食
の
地
産
と
自

食
の
地
産
と
自

給
力
の
向
上
を

給
力
の
向
上
を

食
料
自
給
力

食
料
自
給
力本

ほ ん だ

多重
しげのぶ

信議員
が町に問う！

優良農地と優れた技術、今こそ生かす 町ホームページからの導入バナー

七夕まつりを楽しみに帰省しました。

娘も浴衣デビューできて良かった。
（K・Sさん　３９歳）

３２１

６５４

９８７

121110

151413

181716

272625

302928

333231

363534

212019

242322

とても楽しかった！開催出来

て感無量。来年は例年通り

できますように…。
（O・Eさん ４０代）

３２１

６５４

９８７

121110

151413

181716

272625

302928

333231

363534

212019

242322

久しぶりの祭り！この日を待って

いました！やっぱり楽しいことが

なくちゃさみしいわ〜。
（A・Kさん ４０歳）

３２１

６５４

９８７

121110

151413

181716

272625

302928

333231

363534

212019

242322

暑いのに、人が集まったねぇ。祭ば

やしのお姉さんたち！カッコよかっ

た！大成功！（H・Tさん 36歳）

３２１

６５４

９８７

121110

151413

181716

272625

302928

333231

363534

212019

242322
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● 今号の表紙 ●
受け継がれていく歴史と伝統
戦後間もない1949年、和紙の普及を図
るためにスタートした七夕まつり。感染症
対策を徹底し無事に終え、来年へと受け
継がれていく。

編集後記 議会報は、まず「町民の皆さんに読んでもらうこと」
を最大の目的に、多くの研修と専門家の指摘を受け、創意工夫

や議論の上に編集しています。今後も「町民の皆さんにとって身

近な議会報」になるよう努めます。御意見をお寄せください。 （山口）
発行責任者：小川町議会議長 山口勝士
編　　　集：議会広報発行特別委員会
　　　　　　委員長　髙橋功人　 副委員長　田中照子
　　　　　　委　員　髙瀬　勉・笹本孝幸・五十嵐康博
		  　　稲村壌治

補欠選で２人の新議員が誕生

571人

５月22日投開票の小川町議会議員補欠選挙で、２人の新議員が誕生し
ました。任期は、令和４年５月22日から令和５年９月４日です。

鈴木秀尚議員（厚生文教常任委員会）

稲村壌治議員（経済建設常任委員会・議会広報発行特別委員会）

議員がインタビューした町民皆さんの数

（★印は今号取材）

前号の議会だより（No.103）で「読んでよかった」
と思ったのは、どの記事でしたか？

一般質問のコーナーと、端
はしばし

に々寄せられている町

の方々の声です。子どもたちも毎号、「誰かいる？」

とのぞきに来てくれます。身近に感じる話題も、

普段は気づきにくい話題も、たくさんの写真と解

説入りで分かりやすく、自分たちの住む町のこと

を考えるきっかけになっていると思います。

ーー議会だよりへ「ひとコト」！

小川町に越してきて９年目、これまでずっと町の

方々に温かく迎え入れてもらい、支えていただ

きました。自分にできることは小さなことばかり

ですが、少しずつでも小川町に

恩返しができるようになりたい

です。これからもいろいろな声

が伝わる議会だよりを受け

取っていきたいです。

高
たかはし

橋桃
もも

子
こ

さん
（稲荷町）

※No.80以降の合計人数

町

民
の

声
、「

聴

き
ま

す
×
つ
な

ぎ
ま

す

」

わ
た
し
の
ひ
と
コ
ト

私
も 妻 も、

産まれも

育ちも生粋の小

川っ子。そんな

私達が感じてい

るのは、人の輪

の強さや温かさ。

息
子が 所属

し て い る

サッカーのスポーツ少年団は指導者・保

護者・子どもたちの関係もよく、現役Jリー

ガーも来訪してくれる。これは団の輪の

強さを表していると思います。私自身も

町内のソフトボールチームに所属してお

り、そこでも人とのつながりの輪を広げ

させていただいています。子どもたちが

通っている小学校にも、同級生や先輩後

輩、かつての先生など大きな輪を感じる

ことができます。小川町で暮らしていて、

人の輪に触れ、笑いあい、和
わ き

気藹
あいあい

藹と生

活できるこの色々な「ワ」を、これから

も大事にしていければと思います。

〜９歳 10代 30代 60代20代 50代40代 70代 80歳〜

8人 67人 71人 95人 94人105人 56人62人 13人

木
き

島
じま

大
だいすけ

介さん
（青下畑中）　　

だ か ら      小 川 が 好 き ！Back to   おがわぎかい No. l03
議会だよりを読んだ感想を議員がインタビュー 町への想いを寄稿していただくコーナー

TAKAHASHI  Momoko

KIJIMA  Daisuke

小川町に
恩返しをしたい 小川のワ

Gikai's comment　議会では、多くの議員がテーマを

決めて一般質問に臨んでいます。会議録も御一読ください。

高橋さんイチオシの
記事はP.14〜の「一般質問」

次の定例会は

※日程は変更になる場合が
　あります。詳しくは
 小川町ホームページへ

午前10時開会
9 1月 日（木）〜

高齢者や視覚の弱い方にも配慮したＵＤ（ユニバーサルデザイン）フォントを使用しています


